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アドル国

チ河地帯における地震探.査

概要

夏968年磐月2蝸から3ヵ月間にわたってエクアドル

国トアチ河発電所取水トンネル計画地域の地下構造の資

料を提供するため屈折法による地驚探査を実施した.

これはエクアドル国亙N鶯C眈(電力庁)の技術協力の要

請によって行なわれたものである｡調査測線はRe蹴一

vorio地区に3側線L鵡D鋤鮎地区に6側線La竈

Pam･p鵡地区に3側線の計12側線である｡ごの調査結

果はすでに報告書として海外事業団に提出し同蜜業団

からエクアドル国へ手渡されているはずであるが今回

は本調査に関連した状況をのべたいと思っている.

({)皿グア洋ル騒の大略

南*エクァドノ閉国情についてはすでに竹田技官

(地質二皿一ス凧10蟹m)番場猛夫技官(地質ニュ

ｰス凧ユ28エ32ユ3614!)讐によって報告されている

ので国情についての細かいことは省略させていただく

が大路をのべるとエクアドル園の面積は約卿0,670k皿婁

(約日本の面積から北海道九州を除いた位

で人口は約遂､298,000人(王960年)であり

住民は貞人五臓(主としてスペイン人)混血

市川金徳

の擁鼠地であったが1819年コロンビアの一部となり

蝸峰に独立して共和国となった.通貨はスｰクレカミ

単位となっており(エドル≒20スｰクレ)言語はスペ

イン講で英語はほとんど通じない.鉄道は9uitO

からG蝸粋ψ玉とを結ぶ幹線1本が主体となりこれ

に繭1北部の支線が連絡している.最近ようやく自動

車の便か盛んになってきたがまだ奥地までの便は少な

い.エクアドル共和国はご存知のことと思うが南

米の太平洋岸に面した小国で螢ロィビァとペルｰおよ

びブラジルにはさまれており｢赤道｣直下にあるため赤

道の名前をとってエクアドルと名づけられている(第1

図参照)･同国の人口年間降雨量と平均気温および

おもな農産物と輸出は第1表第2表第3表を参照さ

れたい.

(2)エクアドル国の地質

エクァドノレ国の地質に関してはすでにW･1terS･ue･

(1959年)番場猛夫･Jo駝亙H航航aZ(1966年)･竹

第王表黒タアドルの人口(1956罪6現在)

州

25%インディアンほか60%である｡エク

アドルは1532年以来3世紀の間スペイン
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策2表年間降雨量と

平均気温
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滋籔玉載蹴獺馳工誠呈愚Q曲｡潟よ帆bar臓村遜剛ヒ部地

隊の臓鐙至宝嚢⑪G～婁苗籔⑪⑪脳で卒均戴潟蕊～夏9竈｡である

篤度慧､搬～婁萢鰍ゆ紺近で温度鮒｡節後であ慈

商魔寡言§oo～違,⑰⑪⑪鰍付近で戴澄7oc餉穣であ曇

商麟⑪◎～夏茱工⑩0鵬で澄度2王～鮒Cである

商魔王㈹醐平軍均気湖ま蝸饅｡前後である

(簾豆次調養団1960の驚料による)

ているのでここで簡単にのべる

と岡地帯は空として白亜系下

部と考えられ暗緑色の火山岩と

堆積岩の互層からなる累層が分布

する｡この累層は一般にトアチ

層という名称で呼ばれている.

暗緑亀の火山岩は溶岩溶岩角

礫岩から被りその岩質は玄武岩

質安山岩である｡堆積岩は砂

岩と泥岩の互層からなり砂岩の

一部はグレイワッケである.さ

らにこれら堆積卵から時代を示準

する化石はない)鶉
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田英夫･y量｡torAguayo(1968牢)等によって報告され

ているのでWaIt販の地表地質図および番場猛夫等の

断面図の一部を掲載して説明は省略させていただく､

(第2図第3図参照).

(地震探査地帯の地表地質も竹田英夫によって調査され

第4表地鰯探鉱調鐘針贋潟よび工程

供に関しわが国紀技術鶴カを要請した｡

試した結果凄ず現地予察をしなければとのことぽなり

小林勇(当袴地質部長)を団長とす蕃遂塙の予察団が

編成され1968年3月下旬から4月下旬の約五勿月間に

わたって現地の予察を行なっ花ヨその結果物理探査

による調査が最も好漢しいとのことになり予察団は現

地において物理探査に関する恥mA1をエクアドル国

から提出することを約東すると共に日本政府紀対して

その援助を受けることを強く要望した｡汲クァドル国

政府からさっそくFomA1が提蝸されそれはは調査

に関して必要な消耗品類測量器材借用料などをエク

アドル国で負担しできうる限りの協力をすることなど

カ三書かれてあった.調査期間は釜カ月であり調査員

は5名である.

(蟻)地麗探壷班の出

発前のようす

地震探査を実施するについて出

発前の状況を簡単に説明しよう.

エクアドル国電力委員会は電

源開発の一策としてトアチ河発

電所建設計画をとりあげた.こ

の計画の中で水路トンネル掘さ

くぽ関する地質学的基礎資料の提

慈っそく検

さてわが国で物理探査を引き受けるという段階になっ

たがどこで調査を引き受け凄たどこの器材を使うか

という問題が残った串塞ず海外コンサノレタント協会へ

持ちこんで協議し鶴カを求めたが条件などいろいろ問

題があって結局は海外コンサルタント協会は辞退した

(6月下旬頃であった)山

エクアドル国は10月下旬頃から雨期に入るとのことで

雨期に入れば山岳地帯の山道は歩くことができなくなる�
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との話である.したカ§って調査期周も8月§月工O

月の間に終了させなけれぱならないことになり非常に

急がねばならない.とりあえず調査実施者として繁者

に自明の矢が向けられた.しかし調査器材の間魑と

あと4名の人員の問題もあり器材はなるべく小型なも

のでないと山岳地帯での運搬に困難が伴うのでなるべ

く小型のものをさがすことにした.予察団の繭冷の胸

中にはいろいろな算段もあったことと思う於…､

そうこうしている間に6月下旬になってし漢りた､闘

係会社から借用の予定であった器材はその猪用料を黒

クァドル国から出してもらうために契約書を散りかわし

輸出の手続きをとらなければ績み出し再度黒本園へ

送り返すことがむずかしいとのことでこの契約書は貿

易商社に代行させても2ヵ月ほどの期目を要するとのこ

とであった.このようなことをしていたら調査期簿を

失してしまう.

このときおりよく原子燃料公社から丁胞型地驚探鉱

器(㈱店用地質調査察務所製)が地質調査所へ移管替に

なり急き土この籍材を整備することになった､いっ

ぽう人員の方は地質調査所からは筆昔のほか紀駒井二

郎が承諾し次に井波和夫か参加することになり春陽

交易㈱から田野秀男安藤文一(安藤氏は現在膚本墓確

工業㈱勤務)両氏の参加申込みがあり5名そろった古

筆者は団長を命ぜられた.

さて器材輸送は出発までの日数が少ないことで航空

輸送を計画した.したがって器材はできる限り少なく

するためあれも除きこれも置いていこうと必需続だけ

にぎりぎりにしぼった｡消耗品類はエクァドルセ購入

してくれることになっているが謡によれ肢請求しても

すぐにはそろわないとのことでひととおりは侍りて行

くことにした.､ただしバッテリｰの予備は自動車カミあ

るから汚いじようぶだろうとのことでバッテリ岬の予

備と発電機その他雑品の消耗品はそるえておくようにエ

クアドル駐在中の竹岡英夫技官経由で請求しておいた咀

また調査に関する側線上の刈り払い測量受接点の杭

打ち人夫の数量人員器材等の輸送方法火薬量そ

の貯蔵および運搬方法現地器材倉庫等細部にわたって

準備しておくように連絡した.こちらは出発までの濁

程表を作成して作業を進めた..その内容は曙和遂3隼?

月初旬に購入物品請求(納期8月黛閏)｡?月2蝸(土)

までに器材整備完了､鵬～2蝸器材総合テスト(調査

員全員集合)曲7月24目目本通運の梱包数量下調べ

(器材重量的王､000k豪雪個).8月6目～8月警濁器

材梱包籍材航空機積み込み(魯万五蝸器材エクアドル

到着予定16目～25目エクアドノレ国税関予定)という内

容である､われわれは8月2蝸(月)に出発すること

としいろいろな手続きも完了した｡

(･摩)出発から到着

いよいよ26目になり同目17時00分羽田発JAL002便

(サンブランシス鴛随行経由)で出発した.ジェット

機はなかなか快調であったか何か忘れ物がありそうな

気かして菖よっと気かかりぽなる.予察団のメンバｰ

淋事情秘蕗って参加していない不安等もあったカミエク

アホルヘ着けば竹田技官もいるし5人もの大の男がい

るの植から何とかなる怒るうと覚悟を決めた.1時間

は妊乗り花頃夕食になっ花.日航の食事はなかなかよ

い｡蟻隼ほど前ぽエァスイス紀乗りたがやはりスイ

ス機よ蝸航の方が資本人肉きであるためか味が良いよ

うに恩克た串食事をすませてやれやれと思ってウトウ

トしていると3時間ほどし淀も裏た食害が出たのには

おどるいた昔サンブランシス誠の鞘食である.サン

ブランシス簑には同2鯛の午前!0時蝿分限(日本時間27

簿年前五鱒頃)に着陸し再び王塒純分出発19時45分

ζ汲一頭一クに到着し一泊し花｡鴛狐一ヨｰクでは飛

行場の近くのホテルで宿泊しきて夕食をどうするかと

いうζ&になった,あいうのも機串で食事攻めにあっ

て閉口したからである､が初めてきたアメリカの食堂

へ入鶯てみ蔦のも楽しみかありそうなので話が基とまり

食堂へ入りた｡何を法文しようかとメニュｰをみたカミ

このような所でどんなものを頼んだらよいのか見当がつ

かない｡そこでボｰイに裏かせて適当に頼むことにし

たら出てきたものがなんとビｰフテキで｢ワラジ｣ほ

ど(20c猟×呈Oc鰍災耽鰍)屯ある大ビｰフテキである.

こちらは機中で洋食攻め絡会い食欲のないところへみ

たこともないほどのビｰフテギを出密れ皆で顔をみあわ

せた.その時の皆の賢付は同一であった,それでも

けんめいに食べようとして食べ始めたがとても食べき

れなかった.中には見ただけで食べない人もいた.

翌貝(27目)ニュｰヨｰクからアビァンカ機でコロ

ンビア国ボゴタ行きに乗った.ニュｰヨｰクを9時に

出発し途中マイアミに約1時間着陸しボゴタヘ14時

螂分に到着した,乗り轡の飛行機がないのでボ;コタ

で一泊したボゴタで濠ず員ぽ?いたのは建物である｡

つい紀繭*の国へきたといった感じがした.屋根は褐

色カワラで壁は｢レンガJ作りにセメント張りの家が多

いようであっ花虫食事のため町をぶらついてみたが

比較的露庸か多く売っているものほ小ワニの剥製類や

安物の装飾品類が多かったようだ.ζれからはスペイ

ン語てなければ通じない.食堂に入ってビｰル(サル�
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欝5表エクア
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ドル電化委黛姦(亘N夏CEL)の機構図
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会肘皿

刮悩垣甘ε曄

ベッサｰ)を飲んだがやば蝸本のビｰルの方がうま

い.私はスパゲッテを注文した(一番ごとばが通じや

すかったから)｡翌日(2蝸)10時に再度アビァンカ機

でエクアダル国キｰトヘ向かった｡アビァンカ機内の

スチュワｰデスは赤色の短い三食マントを肩からかけ

たショｰトスカｰトスタイルでなかなか印象深い.約

五時間ほどしてキｰトの飛行場近くなり飛行機は高度

をだんだん下げて着陸体勢に入った.アンデス山脈の

谷間に入り窓からみると青冷とした山肌がすぐ近くに

みえさらに山頂は上の方にみえた.急に機カミ激しい

振動を起こした,ここで山に激突したら百年貝と念仏

をとな克淀くなった.機がエアブレｰキをかげたとの

ことである｡今考えるとキｰトの空港へ降りる時は確

かに気持のよいものではなかった音

やっとキｰトの空港へ着いて出蟻の方へ歩いて行くと

竹田さん夫妻と大使館の方海船迎克1請ておられ花古

今まで国か変わること紀親関で尋荷物の検査をされた秘

ここでは大使館の方のおかげで軽く通過した｡いった

ん竹田技官の案内で淋テルに行き少し休けいしてエク

アドル駐在資本大使鰭へあいさつに行き佐藤員史大使に

面接したそのあと皿クァドル園獅亘C眈(電力庁)

へ行きあいさつの後現在漢での測量等調査測線に関す

る進行状況を闘き'消耗品類をそろえてもらえたかぜう

かさらに東京から発送した荷物が到着しているかなど

をたずねた.

測量の刈り払いは3地区のうちほとんど済んでいて

側線の杭も打ってあるとのことである.側線図面か必

要なので欲しいからとたのんだら1地区の側線図ので

きた分だけ持ってきてくれた.東京から発送した器材

は到着していて今税関にあるとのことである.明目

(29目)受領できるからパスポｰトが欲しいとのことで

私のパスポｰトをhgMa醐Karolysに渡した.わ

れわれの担当者はTohnM.StockとCicineros(部

長)になっている.実際にはIngParedesとIngオ

ｰニヤン両氏が世話係をしてくれた.彼らはいずれも

スペイン系である｡

(掻)調査鶏傭

翌帥時に脳貫C眈紀出勤し危苗醐亘C配の機構

を篤餐表は示す宕この申の技締管理本部の土木部係が

われ杓れの調査ぽついての担当部門である畠担当係の

彼らは集は漢じめそうでわれわれに協力する精神は十

分であっ花｡しかし消耗紙類を頼んでもすぐには間に

鋤滋い皿今注文串であるとか場地で凄に合わせる

肋膚岱でなかなか思いと粘りにゆかない｡やはり

員本からひおと為り梼ゆてきてよかったと思った副ダ

イナ球イドは用鴬害れであったが質水悪そうで粉末状�
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の薬品を油紙で包んだものである.後で実際ぽ使屑し

たとき水中で使えば半分だけ爆発して残りの半分は爆

発しないダイナマイトであった(1本19艶もの)由

午後調査器材を受け取りINECELの別棟倉庫の廊

下にいったん置いた.器材はさっそく点検したが異常

はなかったしまた数量にも異常はなかった.

30目(金)INECELにて調査実行計画を検討し

INECELの希望によって一部の側線を変更した.土

曜目同曜日はエクアドル圏は休日でまた普通の筒で

も12時から15時の闇は昼休みになる.ζの時間は一般

の商店までが戸をしめて休むので買物もできない｡こ

のような習慣は南国の長い伝統であろうが員本人から

みればこの国の人たちはいつ働くのだろうかとふしぎに

思う..調査に入ったら少ない用数でもあるし側線は

多いしどうなるだろうかと少し心細くなった.調査

期間中はこのように3時間も休けいしたり毎週土･日

曜の休みは与えられないと思ったしまたこんなことを

していたら何カ月かかるかわからない.そこで始めに

工NECEL側へ意見を述べた結果二週間目の土･日曜を

休日とするもちろん昼休みは3時間はとらず調査の合

間をみて各担当者に従って休けいする作業はなるべく

早く切リ上げるということにした骨

9月に入って約1週間器材整備現地状況予察資

料収集.物品の調達現地への器材の運搬讐をす濠せた.

器材はキｰトから調査地近くのアジュリキン(Ai互鮒レ

qu㎞)の町に器材倉庫の基地を設けた｡器材はここで

再点検しさらに観測器材発破点器材等を各調査貴担

当別に分配し空箱予備品類は禽虜の片隅に整理しだ.

調査員の分担は発破点を駒井井波岡野秘担当し

受振器の線張りと中点小発破を安藤が担当観測渉外

調査計画尊を筆者が担当した圭

人夫はあらかじめ15名頼んでおいたが10名ほどしか集

まっていない｡

(6)トアチ涌地域の地麗探査開始

9月9目(月)いよいよ頁総梛0riO調査地区まで器

材を運搬し始め四回ほどジｰプで現地へ往復した.

ここからReserマ｡由地区蜜では距離は近く約2kmほど

南方の山へ上っ危所である､この村近の標高は約1000

mほどであるが目串はものすごく暑く感ずる.小さ

な虫(ブ籔)が多いのは驚いた･器材運搬悼ほぼ午前

中1こ終了し花ので午後さっそくC側線の観勧をテスト

も含めて実施し彪｡このような大が秘りな地震探査

(屈折法)は多分笈クァドル園始妻りて以来初めて行

なわれた地震探査のけチァケjであろう曲目本国の

手でこのように第五回員を行な?たことは筆者として

も光栄であると思えた肯

観測記録はまあまあの部であるが錦耳回貿としては

良い方である.それにしてもザブ引にはへいこうし

た.観測中にも腕や顔にようし事なくとびついてくる.

観測が終了してほっとすると急紀等や顔にかゆみを感じ

る.その目はC側線第五§p撤dだげにして撤収し器

材は観測用テントの申に集めさらにシｰトで包んだ｡

器材は現地へ置くことになるのであらかじめ留守番を

つけることにしてある､留守番用には三角テントを立

てその刺ζシｰトを敷いた唖留守番がなかなかこない

ので人夫の1人を残して帰ろうとしたとき70才ぐらい

の｢おじいさん｣ポやってきた､名はアンドニ才だと

いう｡アジ皿リ率ンの町紀住んでいるとのζとである

がなんと頼りない留苛番想と始めは思ったしかしこ

のおじいさんなかなか凄じめで最後のLa搬狐脾s地

⑪亙CUADORiN遣C箆㌫のビル群イン夢坤

②五N覧CELのビルからOUi↑Oの町を望む�
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区の調査終了買婁で爾の目も風の賢も一賞も休まずに

留守番に書でくれたのには頭が下った｡今思い出昔ば

なつかしい人の一人である,

欝蓬鰯鑑藤擦鐙錐隊の機鰭繊鷺鰯
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策6表

トアチ河地燦探査による脊滋■1総幾淡ヨ｣劇飼隔等

地区�側線名�側線長�測点数�Sp欄段数�測点鰯隔�携駿点数�火薬簸

��(皿)���(臓)��(9)

'��…■'��｣¶…山一�山…}�…�』…一

�A�897�90�遥�夏⑪�9�19,工10

Reseτvorio�B�1,107�星12�§�測�11�2?,雛暮

�C�446�遂6�婁�至e�5�3韮禽00

�����^'^､…山…�……�

�D�1,ε15�90�4�凄0�11�58,1ユO

�E�890�90�遂�玉0�9�14,820

LasDa醐鯛�F�877�68�3�10～20�7�21,255

�G�922�93�4�ユ0�9�工3,2釦

�頁�6鯉�70�3�10�8�10,530

�エ�仏8�47�14王�10�5�5,850

�K�三言604�158�7�10�16�73,515

Lasp晒1pas�L�441�独�婁�10�5�10,530

�泌�435�45�2�10�5�10官§30

■'■1-I��扇夏□偏｢…��1■1■■■…�…uH一一,u一�■一^L1川�

計����42��王｡o�鮎9,295

19,工10

2?,雛暮

3韮禽00

58,1ユ0

��㈰

㈱��

工3,2釦

��㌰

��　

���

��㌰

��㌰

鮎9,295

spreadは無理である.したがって条件のよいときはで

きるだけ行なうよう努力した｡串縦線は2組(4個)

持って行ったが線類の巻き取りは山のためそうとうの

時間カミかかる.さらに現地への往復も歩いて約2時間

はかかるしまた暑いこと水が飲めないこと人夫た

磁鵜拷泳蔓の簸綴

⑳鎌餓腕醐量鴻⑰め羅繁鷹

⑤織紬鍛緒(⑪棚鯛･C籔岬鰍蛾脈)

鮎榊飼養を終灸て｡鋤鯛搬減へ嬬る�



一57一

もあるが地表が粘土であるため雨が降ればジ?プでは

上れ辛い｡季候の良い時でも遺がまわり道になってい

るため約五時間ほかかる｡またいよいよ自炊になるた

め前日はかんづめ類を大量に買い入れた.エクアドル

駐在中の竹簡技官は調査が始まる婁ではいっしょにい

てくれたが後半は帰りだ､しかし調査地区の移動等重

要な時は必ずキｰトからはるぱる来てくれたしそれに

日本食のごちそうまで持参して気を使ってくれた.こ

のかんづめ類を購入する跨も竹田さんぽあれこれ指示し

ていた榊沈古竹閏技官ご夫妻熔は憾ん&う終感謝し

ている･いりぽう夏N早C眈側から炊事をする淀め炊

事婦(灘シネｰラ)をお世語しでもら鶯花､この鑓本

位の婦人は.前は皿クァボル駐程⑳賢添人の炊事掃をし一

花経験も塗るあのことである,準備もひとと濁りで巷

て何回がD繊総のC獺脾鵬赦蜜で往復しひ㍗花｣

ん落ち着い稔由

定してあるので川があればそこを止めて発破孔を作っ

た,2!目･22目(土･日曜目)は人夫たちの宿泊の

用意もあるとのことで約東どおり休日にした.

第2番目の地区であるDa皿as地区は23目にD側線

の観測から開始した昔D&跳as地区の側線数はDE

FGHIJの計§側線である.人夫数は器材移

動がたいへんなので!5人頼んだか工1人で前より1人増

しただけである.INEC亙L側からほオｰニャン氏とロ

バィオ氏が参加したが実にまじめでよくやる.オｰ

皿ヤン氏には途中から記録の現像係を担当してもらった｡

=彼の印象的な簿付きは今もなつかしく残私彼が現像

壕雛真剣な顔つきで大きな眼を護りすぐ蹄け

筆崇野を紙税鮒でき上がると心配そうな

輝祷的かお聞く｡現針箱から出してきた記録をみて

約嚇≡澄というをほりをし牟顔ろ慧紀もと孤この

≡'くめ揮じで最後塞で現像むてもらウ花曲∵

五蝸次のD側線の準備に雄かった'⇔絆蝉搬鋤ピが

らD潮線⑳末端護で直線距離巧約'荻島西方の山中ぽ位

置するこの地帯の標高は螂｡o埣前後で側線沿いに律

熱帯林が繁茂している､王9目同測線の予定の場所へ器

材を運搬す葛の績馬遂頭とジｰプ2台を使用じ施苗ジ

ｰプも馬も凄わり遣をしなければ目的地へ到着青書ない世

ジｰプははいれる所蜜で荷物を運びああは人力と馬で一

何回が往復して運ん溶出目的地のテントの帯へ完全に

器材を集緕させるの紀絢夏目がかった一､留守番樽刺事

り㌣障れ膿ん嚇る･こん如奥で猛獣鵬､

そおれないかお聞くお淳うやらだいp声うぶらし1い

｣(払杉訂漣ける)｡彼はマ和ティ(ばん刀)

おなべ(炊欝周)をはな窓ず持っている｡

牽賛同測線の予定発耽無の乱掘り作業をはレめたヨ

発破点はで慧葛溶げ地形の凹部(谷)紀設はる五列｡諜､

⑦地震撚麓渕灘(D鰍㈱簑地区)

吟晦舶帯で苦労する⑳は観測所(籍材)の移動?とき

,津篶卵顯籔搬鮒が陰現地漢での歩慧であ叡山をζ

爽急峻な谷を渡りや㍗あ観測所(テント)までたどりつ

く.器材等の移動のときは夏時間～3時間ほどもかか

｡,評圭孤燃ほどの距離を麗搬するρであ季が谷から山

一へ上葎のにほとんど鱗一イを花らしかっぎ上げるよう

な所添多い.ちょっとした濠ツクク多イ慧一〆グで駈る岩

圭籍材移動運搬のときはあらかじめ夏人の運搬量を均欝

終配分するがどうしても均欝紀はいかない祖,人夫は

在く働苧涛たせた器材は忠実は運搬するが抽もしろ

㌣㌣あ熔現地の人たちは軽い繋材を梼りた脊秘先に頂上

に着な江ひと休みしているのにあ&から藍ゆ器材を持

,､箏なか蜜が目の前で齢ていて将伝訂舶うとも

ψなべ,笑いながらみている呈これは自分力愉むら

机花芯とだけを忠実にやっていればそれで済んだなかし

⑧発破孔維蔓(o㎝㈱地区)�
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の封建的な習慣カミ根強く残っているのではないかと筆

者は感じた.

調査の順序はまずp1ckupの線張り賄kupの

埋めこみ設置爆破および観測撤収移動等のくり返

しが続いてLasDama6地区の餐側線も王O月初旬に終

了した.同地区の調査中にほ毒ヘビに何回かあったが

猛獣らしいものは別にみなかった｡しかしこの側線で

筆者は初めてナマケモノ(猿と熊のあいのこのような動

物)をみた畠からだの大き窓は遂0鯛位である.こ

んなおもしろい動物はみ危ことがない､このときは直

径約7cmの木の頂上にだきついていて下からみると猿

のようにみえる何人夫か欲しいかと聞くから欲しいと

いっ危らマチ風ティを持ってとり紀行った苗わたし

はマチェティで別の木を切りて突き落すのかと思ってい

たらいきなり｢ナヲケモノ｣の登っている木を切り始

働観灘灘輪鰯酸総点と鑑講簸鱗)

⑬

留守欝繰算

のアント蔦

泳鈍

籔

篶鰍繍滋

露で繍麦液

キナ蝉ケ受

ノJ

⑱鰯滋1縦婁1慧徽を一鍬み(澄泳…燃帝ン蔑鳶潮銀紙⑳覇鰹蹄)

⑧蹴こ雛材を繊んで運搬(D醐騒暑地墜)'

渡技賞)

(D撤㈱

地剛訂)

⑯鶴渕廠へ劉瀞

ζ舵鳶嶋跳盗棚線を緩義�
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めた.木が倒れたら逃げられはしないかと思っていた.

ところが木が倒れてもザナマケモん氏ほ木をいっしょ

に倒れヤ蚤花木にしがみついている,棒ではなそうと

すると熊のようなつめでうなり声を出してひっかく.

なんとか木からはなして棒に卵すびつはC獅脾鵬耐ま

で持ち帰った｡Ca独脾鵬破ばは犬がいるがこの犬

は人にはほ充ても｢ナマケそノJはは側へつれて行って

もふりむ書もしない白名のを篤りけマケモノ｣は犬

にも相手記されないのかと私はあ巷れ花山ζのザナマ

ケモハはC登㎜脾鵬鮫の等すりに㎞貫だ書ついてい

たが動きもせずマジックインクで顔にメガネを書かれ

たりしてい淀すら害れてもその漢蜜である､えさをや･

っても食戎ないので夜になって逃がしてやった､

さて調査団カミ駁こ乗るζとをおぼ走たのはこの調査地

区からである曲筆者は音軍隊で馬に乗せられた経験が

あるのでヨ冒冒からC狐脾臓鮒現地まで馬に乗っ

危(歩いたら二目員でべ花ばった)圭他の調査員は馬が

こわいから乗らないというヨ駒井技官は馬に乗るくら

調査の担当のほかに調査員は食事係田野氏消耗品

類係駒井技官火薬係安藤氏事務係井波技官その他

渉外計画等を筆者がそれぞれ分担した.しかし食事

係がなかなかたいへんで途中で井波氏と交代した.

この調査地区では午後3時～4時ごろになると毎周決

まって雨が降る､2時ごろまで晴れていても急にくも

り出して降ることが多かった.このようなこともあっ

⑯り繊繍鑓匿から簸後の餐調養地黛鋤鱗蔓へヘリ欄プ夢舳で籍鯖愛

輸送(遠回貝紙嫌わら杓淀)

⑱乎O1明鵬搬婁幽か婆夢鰍蝉竃飽隊

へ向かう遺

⑳脳顯蝸搬如で器材を馴蛾み勇吹て馳㎜鱗へ触1う

⑱し繍澄鰍鱒豊の部落(慧麟お側が滅しわ毒㈱宿舎)�
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だがDamas地区(篤婁番目の地区)もぶじ終了した｡

さて10月14目いよいよ最後の地区であるしa§肋㎜牌

へ器材人員を移動するこ&にした.この移動にはヘ

リコプタｰを使っで輸送することになっていた血しか

しヘリコプタｰは3回ほど重要な器材を運んだだけで

四回目1こなって操縦者にことわられた｡これ以上往復

することは危険でだめだという.これは天候はよいが

現地は天候が悪くて墜落しそうになったとのことである｡

うそか蜜ζとかわからないが操縦者がだめだというから

にはヘリ減プタｰを勘蜜らめる以外はない市ヘリ男

プタｰはすぐ寺紀帰っ花が残り花荷物は大分ある｡質的

地熔は脳猛｡鷲むの人だもが行らているがら輸送ずみめ

器材の心配はないとい多曲残り花静材および寝具類1章

C絞釣狐鋤竜からいり淀ん籍材整地のアジ猛リ等ンヘ移

し恕圭いずれ組してもD鋤鑓地区から随擦現地へ行

げないので一陵アジ猟リキンヘもどらなけれぱならない

(先1硝のべ花秘C搬陣雌鮒からA腕貰ψ箏蜜では

天候がぷはればくる蜜で約三時間である)｡む鱗賄顯総

行きは翌冒人員器材の移動をすることにし馬蝸頭と

ジｰプ2台を用意させることとしてその目は解散した.

翌1蝸L鮎P駐㎜p蝸への移動を開始した,ジｰプ

は途中漢で行けるとのことで器材はアジ皿リキンカン

からジｰプに積みこみトアチ河上流沿いに約五0k臓の

地点にある剛｡Q鵬鵬あ蜜でいちおう運搬した(ジｰ

プで約一時間)｡ここから目的地象では馬で約4時間か

かるとのこと籍材を馬に積みかえわれわれも馬に乗

りかえて再び出発した｡道といってもぬかるみで階

段でも昇るような段冷遺である｡馬のふみあとで長い

閥はこのような遺になってし変ったのであろう｡鎗中

馬上から南禺のげしきも十分味あわ昔てもらったカミ腰

カミ痛くなったり馬が疲れたりで二度ほど休んだ,目

的地に到着したときは賢も暮れはじめていた｡やは

り4時間以上かかった｡人夫たちには気の毒に思った

かアジュリキンから歩いてもらった.みんな器材積ん

だ馬と供によくついて書でくれ･た害

LasDa㎜a嚢の宿舎地点は一つの部落になっていて

員本でみる学校のように広い中庭があ1〕その周囲には

古い家が5～6軒庭をかこんで建っている｡そこに

は一軒だけ店があって少ないながらも一般の日用品は売

っている自漢たそのかたすみには小さな分教場(学校)

牛あり衝部劇紀賜でくる揚繭紀そづくりである｡hわ

れわれはその唐の二階紀宿をとり花､宿をいって竜木

製の下響匁ベッドがある芯げである昔さ吻そく持っセ

歩いた寝袋をベツ､ドに敷いて作業衣の蜜凄もぐりこん花

がなかなかねっがれない曲ご蕊では水秘花いせつでか

ら牟牟洗免ないし漢だ飲該氷は雨水を花惹め免花もの

を使咳㌻い叡この地区鯵標嵩は約蝸｡o～蝸◎晦迎

､驚噺は薯㈹液は猿じく被は簿本の§月ごるの漠うな

気候で彫る苗一心慈な虫類は踏いかわ墜ずい肋潮めの

ζるぷりずりと少ない｡調査団はいつも殺虫剤を持も

歩いていた｡明買はL側線へ器材を遼び観測所を設

営するだけの計画にした｡

⑳予察団(一昨寧蝸衆)秘薬榔で鑑落し施へいヅ孝一幻幾鱗

(Pampasにて)

鱗陶養終了脳箆｡買Lの事務所で鱗析作繁帝の繁者�
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鶴?譲滋蟻珊塞搬鋤蛾地驚撚鋼は慈寮遼魔馳泌ぴ鰯爆繰膜

調麓総渓

驚繊燃聾倣…繊

L鱗

○鋤鯛

L搬

賄醐鱗竈

測

綴

縞

廠

滋

｡

篶

箆

黛

怨

亙鞄ぶ

与

苓

む

錦呈綴

y畑刈

葛.雛

e｡雛

e｡滋

e.錫

｡.鑓

簑.鑓

奪.雛

簑.鑓

ξ

竈､蜘

6｡滋

♂.雛

ぞ

魯.総

脇(鰍)

§～郷

餐～銚

?～玉嚢

簑～搬

簑～鴻

麺～至禽

簿～皇嚢

簑～籔

翁～工豆

簸～滋

欝婁綴

灼(脇/壌)

簑.警～至,蓬

⑰.牡至｡o

夏｡⑪～至｡1

王.e～簑.壊

玉.e～婁｡餐

三､簑

夏｡⑪

至.§

至｡警～夏山掌

至｡嚢

夏.餐

至.加工｡警

夏｡餐

夏,除蒙､⑪

奪.?～慧.婁

工.違～王.嚢

愛.登

脇(鰍)

漉～鰯

至薯～滋

沿～瀦

轟～鮒

蒙～呈蟻

嚢～呈嚢

慈～至?

餐～夏蓼

エエ～夏嚢

至ア～凱

§～至適

滋～雛

⑬～雛

?～鱒

簑～蜘

鴻～鑓

玉凄～慧至

ここで少しこの地区のようすを説明すると療査測線

はここから北東方簡約荻滋(関上直距離)の地点にあた

り側線数は思LN(賊側線はN側線の延長で

やらないことになってい花)の3本あり一番長いK線

は北西一南東方向の急峻な山地に設けられている.

各測線沿いには人間カミ妻わるとかぶれてからだがはれ

るというアルビジ冒ンという植物(木)が生えていた.

われわれより一足さきにきた測量班の正人がこれに｢カ

ブレ｣で重榊ζなり下山したから注意して欲しいとのこ

とである｡

翌16目L側線近くの場所へ器材を運び観測所のテン

トをはりシｰトで包んだ器材類をテントに入れた.

毎度のことであるが留守番のテントもはった.留守番

はアントニオのぢいさんである.よくここ蛮でついて

きてくれたものだ.このぢいさんだけでなくわれわ

れについて手伝ってくれた亙NEC眈の2人(オｰニャ

ンら)および人夫たちも忠実でエクアドル国の人たち

の忠実さには敬意を表する一エクアドルは現在開発途

上国である淋このような人たちががんばればきっと将

来は急速ぽ発展することと思う.彼らも日本入のがん

ばりの強さには驚いていたことと思う宮

17目からいよいよP狐p雛地区の観測が開始された.

初めにL側線を日で終了し次の員K側線に移った.

最も苦労したのはこのK側線からである,主として

生活環境があ蜜りにも変わっ危ためであろう.食事関

係では炊事婦が変わり人夫たちと同じ炊事婦になった

錦嚢鰯鶴慧鰯～鶴填綴

潜盤と地質鰯痔〃)

孤賊1)い細)孤嚇)鷲伽)鮒

萎｡簑～壌｡王嚢～雛遠｡§雛～総L蓬榊

慧､⑪～婁｡婁婁紬艇違.釜維～磁〃

婁｡簑蔓薯～滋凄｡嚢鎖～艀〃

§｡§§～総〃

逮.嚢～婁.聾婁～総〃

隻､§サ～夏§遂｡撃～§.簑至婁～撚紺

慧.§～婁｡護嚢～泌§｡簿鰍～鍬〃

象§嚢～鑓§.藪総～級泌鮫細

糞巾導～嚢｡蓬聰～鮒拶

纂｡釜夏警～銘馳搬伽榊雛｡帖r⑪

㌫§鋤～26Tob蛮b鵬｡bo鯛

壌､§～轟｡導総～郷A鮒鮒工護舶鍔㈱をac宣｡

嚢.o簑～銘脳燃蛇鐘

遂､警至婁～銘L蕪湖(猟w)

釜.警～義､§餐～鋤し斌搬教鉦棚童墨㈱

逮.圏～§､簑至凄～総夢鮒搬麦宣載

逮.遥～遂.嚢蔓～餐潔餐夏負8⑰鷺簸餐更豊…董erO

凄,遂夏?～滋L塾蝸(s逐)

繁伽1弾注淡速度脇:縄爆胴1地表よ1川深度

ごと爾が降島ないから水がなくなったこと(川の水は

アミｰバ菌がいて飲めない)｡した測って伝染病の心配

もある｡調査貴の海人かが腹痛をおこし筆春もその

中の一人でありた.たいした腹痛ではないし薬品も十

分に用意していったのでからだの調子が変わったと思

ったらすぐ服用するよ'うにした(Mexfomoというアミ

ｰバ菌の特効薬があって服用すると1目くらいで治った).

シャワｰなどはもちろんないから調葦の帰りに小川で

行水をした人もいたが疲れていると行水もいやになる.

昼食のパンも食欲カミなくて人夫たちにやってしまうこと

が多い.ただ水が飲みたい気持でいっぱいであった.

側線は他の地区より急峻なため器材の移動が大変であ

った｡また側線を歩くときはいつもアルビジ嚢ンなど

に注意した馬は汗で背中の鞍がずれ皮がむけて直赤

に匁りかわいそうに思ったか翌日もそれに乗る.馬の

乗りかたもそのころには皆じょうずになり少しぐらい

馬がはねてもふり落ちない.しかし悪路と急坂が多い

ためけが人こそ出なかったが調査員のほとんどが落馬

している卓楽しいことも少しはある｡Pamp鵬のこ

こには玉突き揚があって夜ば人夫たちが玉突きを始める.

われわれも仲間に加わったカミそこでは日本流と異なっ

て玉突合の四隅と中央の両端の計六カ所に落札カミあっ

て自分の突玉で決められた玉を入れる.なれるとお

もしろい｡最後のLasPa皿pasでは少し強行になっ

たり発破のため飛んだ石でPick線を切断して半徹夜

で修理したこともあったカミ10月23目にぶじ調査を完了�
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欝竃図エクアドル国トァチ級地敏飽麗深蜜で縛られ徒爾録の一翻

u般AIA
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第10図A側線解析

図(Rege正vorio地区)�



一63一

した｡

キｰト紀帰り約夏物β閥至N亘C恥の察務所で記録の

整理解析等を行ない構造解析はできた分だけ説粥会

で説明し完全なものは属本へ帰りてから報告欝として

出すことにした｡漢たζの閥荷物をこんぽうし筒本へ

返送するこ&なだもす蜜せ3勿月の員程をぎりぎりで

終了した､今考東ると苦しいことも多かった秘なつか

しい気もする｡一番からだが弱いと思って気1ζしてい

た井波技官か一番強かり施酬こは驚いた｡精神力の影

響汚婁いめ北大書な役員をは施すかをしみじみ感じている｡

調査の結果は紙面の都合で残念棚帖全部のせるご

据1ざ里

むi阻A.

望葛飾馳か･

とができなくなったのでここに第7表為よび3地区の

構造爆析結果の申から五枚ずつを代表掲載して終わ

りとする(第エO図錦夏至図第鴛図参照)｡

最後に余談紀匁る林外国の町をみて感じたことを少

し述べれば資本園はすぐれたところもあるか劣るとこ

ろも少なくない出たと免ば便所であるが今度の調査

ではどんな山奥へ入っても水洗であ悦た由自動式でな

い所は川の水を踊意してあった､資本では駅の便所

(大)はとくぽ悪いと思う｡漢たたばこの吸いからは嘩

南米一アメジカ経路の遺申投げ捨てられているのをみ

だどと秘なかった､こうい北とは蜜たたく窓んあっ

た｡

(築翻妻勧襲擦養瓢)
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繁互蝿G潮線解析蟹(D&maS呈地区)

叩扉

珊糺㌧､｡副
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剃2図K側線形級鰯(㌘鰍隣地区)

雌〕鋪工聰1鰍咽･第12図の凡例

一･一1-1筥定時151024=受振器配滋鮫麓(9王)(G33)(欄C)鴉源1庶杭番号SP,IW-1=爆発点

工鵬⑪鰍王200㎜=標高(横線は10m間隔)◎燭蛙獺/竃鰍逮｡餐㎏/搬岬潜肴速度(速度層)

1鰍乏㈱動
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